
事業年度

工事種別

工事番号

工事名

当初 設計書

令和8年度

改修工事（建築工事）

地協工－10

春里地区センター外構整備工事

◎注意事項

　この内訳書の工事項目及び数量は、積算する上での参
考資料です。
　積算の際は、設計図面にて工事項目及び数量を拾い出
し積算して下さい。

可児市 市民文化部 地域協働課



当施設にある、回廊、モニュメントなどが経
年劣化により、構造物の倒壊などする恐れが
あるため解体工事を行う。また、施設利用者
の利便性向上のため、外構整備工事を行う。 

地協工－10 工事箇所

１． 一般事項
（1）

（2）

（3）

２．

（1）

（2）

３．

（1）

４．

（1）

（2）

５．

６．

（1）

（2）

（3）

（4）

工事による既設構造物の破損については、未然に防止するよう予め十分調査をし、また、支障を及ぼさないよう相
当の防護工を施工しなければならない。なお、誤って損傷を与えた場合は、請負人の責任において復旧しなけれ
ばならない。調査に際しては、記録保存の必要を認めた場合は写真撮影、測量等を行わなければならない。

工事保険について

本工事において、発注者、受注者及び全下請人を被保険者として、工事着手から工事目的物の引渡しまでの期間につ
いて、賠償責任保険（保険対象：第三者に与えた損害）及び工事保険（保険対象：工事目的物、工事材料及び仮設物
等）に加入するものとする。

この工事は、ワンデーレスポンス実施対象工事です。
「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議、報告、承諾願、立会願等への回答は、基本的に「その日のう
ち」に回答するよう対応することです。ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と
協議のうえ、回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

ワンデーレスポンスの取組について

実施にあたっては、可児市工事監督におけるワンデーレスポンス実施要領に基づき実施する。

受注者は工事施工中において、問題が発生した場合や計画工程と実施行程を比較照査し、差異が生じた場合は
速やかに監督員へ報告すること。

建設副産物有効利用及び適正処理について

受注者は、建設副産物を排出するにあたっては、建設リサイクル法を遵守するとともに、「岐阜県建設副産物有効利
用及び適正処理実施要綱」により、適切に実施すること。

建設発生土については、工事間流用とし、流用先は監督員が指示する。都合により工事間流用ができなくなった場
合は、別途協議する。また受注者の都合により処分場を変更する時は監督員に報告するものとする。なお、「岐阜県
埋立て等の規制に関する条例」及び「岐阜県建設発生土管理基準」に基づき適正な利用の推進を図ること。

使用材料

生コンクリートについて
本工事に使用するコンクリートの水セメント比は、鉄筋コンクリート（24N/ｍｍ2以上）については55％以下、無筋コン
クリート及び鉄筋コンクリート（21N/ｍｍ2以下）については60％以下、均しコンクリートについては60％程度とし、品
質を証明する書類を提出して、事前に監督員の許可を得ること。

工事施工について

受注者は、工事着手に先立ち、現場付近の地元住民等に対する周知、説明、説得等を行い、トラブルの生じないよ
う努めること。

受注者は、施工計画書に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら、施工するものとする。

円

特  記  仕  様  書

受注者は、工事請負契約書、可児市建設工事共通仕様書及び特記仕様書に基づき施工するものとする。なお、特
記仕様書は共通仕様書に優先する。

受注者は、本工事が「可児市工事品質証明実施要領」の対象となる場合、要領に基づき品質の証明を実施しなけ
ればならない。

提出・提示書類は別添「可児市建設工事における取扱い書類一覧表」に基づき実施するものとする。また、工事打
合簿（指示、協議、承諾は除く）、材料確認簿、夜間・休日作業届けの書類を提出する場合は、別添様式に基づき、
電子メールにて提出するものとし、書面には署名または押印する必要はないものとする。これらに定めのない事項に
ついては、監督員と協議する。

春里地区センター

外構設備工事　　　１式
解体工事　　　　　１式
電気設備工事　　　１式
機械設備工事　　　１式

金     額 円 内消費税相当額

可児市　矢戸　地内 施設名 春里地区センター

工事名 春里地区センター外構整備工事

理         由  工　　事　　概　　要 

工事番号
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９．

10．

11．

12．

13．

（1）

（2）
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その他図面特記仕様書による。

本工事は「建設現場の週休２日」の普及および浸透に向けて、週休２日制モデル工事の適否に関わらず、土曜日の休工
に努める「まんなかホリデー（中部地区統一の一斉休工）」に取組むものとする。
なお、本取組は強制的な一斉休工や工程の調整を求めるものではない。

休工とは、現場事務所での事務作業を含め１日を通して現場や現場事務所が閉所されている状態をいう。
（巡回パトロールや保守点検等現場管理上必要な作業を行う場合を除く）

暴力団等による不当介入における通報義務について

法定外の労災保険の付保

本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

(２) 受注者は、暴力団又は暴力団員等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に工事等を完了することができな
いときは、発注者に履行期間の延長変更を請求することができる。

　公共施工区域内に可児市公共基準点が設置してある場合は、基準点鋲を滅失・き損または、その効用に支障をきたす
ことのないよう充分に留意すること。施工上止むを得ず支障となる場合は、事前に監督員に報告すること。

統一の一斉休工の取組について

現場代理人の兼務について

建築物・工作物等の解体・改修工事に伴うアスベスト調査について

工事規模、請負金額にかかわらず事前にアスベストの使用の有無の事前調査を行うこと。
また、一定規模以上の工事は、事前調査結果を岐阜県に報告すること。

電子納品について

「岐阜県電子納品要領」等に基づき、電子納品を行うこと。なお、電子納品の内容については、監督員と事前に協議し、
決定すること。

現場代理人は、工事請負契約約款第１０条第２項の規定により、契約工期内の現場常駐が義務付けられているが、契約
締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間や、工事の全部の施工を一時中
止している期間については、監督員との連絡体制を確保した上で、常駐義務を緩和するものとする。
また、以下の条件を全て満たす場合に、他工事の現場代理人を兼務することができる。
　１．他工事は、可児市発注の建設工事で、工事現場が市内であること。
　２．他工事においても、本工事と同様に現場代理人の兼務を認めていること。
　３．兼務を行う工事の総数が、本工事を含めて３件までであること。
　４．兼務を行う工事の請負代金額の合計が４，０００万円未満であること。
　５．発注者又は監督員が求めた場合には、工事現場に速やかに向かう等の対応ができること。
なお、工事現場における運営、取締り及び権限の行使に支障がある場合、及び、発注者との連絡体制が確保されていな
いと監督員の認めた場合は、兼務を取り消すものとする。
現場代理人が兼務となった場合は、本工事の監督員及び他工事の監督員の双方に、現場代理人兼務届を提出しなけ
ればならない。

(１) 受注者は、契約の履行に当たって、暴力団又は暴力団員等から、事実関係及び社会通念等に照らして合理的な理
由が認められない不当若しくは違法な要求又は契約の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警察へ通報するととも
に、可児市が行う契約からの暴力団排除に関する措置要綱（平成２２年可児市訓令甲第４７号）に定める様式第９号によ
り可児市に報告しなければならない。なお、通報・報告がない場合は、可児市建設工事請負契約に係る指名停止措置要
領に基づき、指名停止等の措置を行うことがある。

可児市公共基準点の保全について

・メーターバイパスユニットについては、可児市水道事業が承認したものに限る。

・国土交通省大臣官房庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備編）　最新版

・国土交通省大臣官房庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（電気設備編）　最新版

・工事用水・電気については施設内のものを使用することができる。ただし、有償とする。

その他



工事名

施工条件
明示項目 明示事項 制約条件等

工 程 Ａ．工種（ ）

Ｂ．期間（ ～ ）

Ａ．工種（ ）

Ｂ．期間（ ～ ）

Ａ．協議済機関及び内容( ）

Ｂ．未協議機関及び内容( ）

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　　

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　

Ａ．許可済

Ｂ．申請中　

Ａ．協議済内容( ）

Ｂ．未協議内容( ）

８．施工時期
９．その他 Ａ．その他（ ）

用 地 Ａ．区間(No. ～ No. ）

Ｂ．着工見込時期( ）

Ｃ．内容（ ）

Ａ．場所（ ）

Ｂ．処理の見込み時期( ）

Ｃ．未買収地への立ち入り可否( ）

Ａ．官有地

Ｂ．民有地

Ｃ．その他（ ）

Ｄ．別途協議

４．その他 Ａ．その他（ ）

公 害 対 策 Ａ．騒音（ ）

Ｂ．振動（ ）

Ｃ．水質（ ）

Ｄ．その他（ ）

２．事業損失防止に関する調査あり Ａ．調査の項目( ）

３．環境影響調査あり Ａ．生物・植物調査あり

４．土壌汚染対策法に関する届出
Ａ．発注者による含有調査(平面・立面図参照 ）

Ｂ．受注者による含有調査

Ｃ．調査結果の報告(一定規模以上)

Ａ．フロン回収あり

Ｂ．その他（ ）

安 全 対 策 Ａ．全面通行止め

Ｂ．片側通行止め

Ｃ．時間制限あり（ ）

Ａ．迂回路あり

Ｂ．仮設歩道必要

Ａ．区間(No. ～ ）配置人員 人/日
Ｂ．区間(No. ～ ）配置人員 人/日
Ｃ．区間(No. ～ ）配置人員 人/日
Ｄ．通学路及び運動公園利用者に配慮した配置とすること。

Ａ．工法制限あり（　 ）

Ｂ．作業時間制限あり( ）

Ａ．協議済内容( ）

Ｂ．未協議内容( ）

６．その他 Ａ．その他（ ）

工 事 用 道 路 Ａ．搬入経路指定あり

Ｂ．時間帯制限あり

Ａ．一般交通供用あり

Ｂ．安全施設必要（ ）

Ｃ．路面工（ ）

Ｄ．工事完了後存続又は撤去（ ）

Ｅ．構造（ ）

Ｆ．用地（借地）

Ｇ．用地（公用地）

Ｈ．用地（その他）

３．その他 Ａ．その他（ ）

指 定 仮 設 備 １．仮設物の指定又は一部指定あり Ａ．工種（ ）

Ａ．工種（ ）

Ｂ．内容（ ）

３．その他 Ａ．その他（ ）

２．仮設構造物の転用、兼用あり

１．一般道路（搬入路）の使用制限

２．仮設道路の設置条件あり

４．鉄道等の近接作業制限あり

５．バス路線（運行者との協議）

３．交通整理員

１．交通規制あり

２．通学路あり

Ａ．届出済（3,000㎡以上の土地の形質の変更、工事着手30日前まで）

６．その他

５．石綿含有に関する事前調査

１．用地補償物件撤去まで着工制限あり

１．施工方法の制限あり

７．文化財協議（文化財課）

２．工事用地の未買収

３．仮設ヤードの有無

Ａ. 施工時期（　関係各所と要協議　）

特記仕様書
（条件明示）

春里地区センター外構整備工事

下記項目、事項のうちレ印該当欄は、工事施工にあたって制約等をうけることになるので明示する。

なお、明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、市と協議し適切な処置を講ず
るものとする。

１．関連する別途発注工事あり

２．他機関協議による工程条件あり

５．建築確認

６．河川区域、保全区域内作業あり

３．他機関との協議状況

４．占用許可状況（　　　　　　　　）



明示項目 明示事項 制約条件等

Ａ．運搬距離（ km ）

１．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．投棄料計上あり

［場所が未確定］ Ｃ．整地（押土、敷均、締固等）必要

Ｄ．整地（押土）必要

Ａ．盛土、埋戻

２．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．ストックヤード利用あり（ ）

［自工事へ流用］ Ｃ．仮置場必要（ ）

Ｄ．運搬距離（ km ）

Ｅ．仮置場の用地借上費計上あり

Ａ．場所（ 美濃加茂市下米田 ）

Ｂ．盛土、埋戻

Ｃ．整地（押土、敷き均し、転圧）あり

３．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

［他工事へ流用、または処分地指定］ Ｅ．仮置場必要（ ）

Ｆ．運搬距離（ km ）

Ｇ．仮置場の用地借上費計上あり

Ｈ．処分料計上あり

Ａ．他工事名（ ）

Ｂ．請負者運搬あり（運搬距離 km ）

４．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｃ．盛土、埋め戻し

［他工事からの流用］ Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

建 設 発 生 土 Ｅ．仮置場必要（ ）

建 設 （ 産 業 ） 廃 棄 物 Ｆ．仮置場の用地借上費計上あり

関 係 Ａ．種類（ ）

５．産業廃棄物の処理条件あり Ｂ．場所（ ）

[特別管理産業廃棄物］ Ｃ．中間処理施設までの運搬距離（ km ）

Ｄ．処理費計上あり

Ａ．槽内洗浄必要

Ｂ．可児市環境課と打合せの必要あり

Ａ．産業廃棄物管理票（マニフェスト）

７．「岐阜県建設副産物有効利用及び適正処理実
　　施要綱」に基づく提出・提示書類あり Ｃ．コブリス

Ｄ．廃棄物処理委託契約、許可書

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
工 事 支 障 物 件 Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．移設時期（Ｒ 年 月頃）
Ｂ．移設時期（別途協議）

Ａ．管理者による高さ調整 （ ）
Ｂ．請負者による高さ調整 （ ）
Ａ．移設時期 （ ）
Ｂ．移設時期 （別途協議）

８．その他 Ａ．その他（ ）

１．濁水、湧水処理条件あり Ａ．方法（ ）

２．その他 Ａ．その他（ ）

Ａ．ＲＣ

Ｂ．アスファルト再生合材（30％再生）

Ｃ．アスファルト再生合材（100％再生）

Ｅ．

２．その他 Ａ．その他（ ）

Ａ．品名（ ）

Ｂ．納入場所( ）

Ａ．品名（ ）

Ｂ．引渡し場所( ）

Ａ．仮設費（ ）

Ｂ．安全費（ ）

Ｃ．営繕費（ ）

Ｄ．地域連携（ ）

４．「可児市工事品質証明実施要領」該当あり Ａ．品質証明員の配置あり

Ａ．範囲（ ）

Ｂ．時期（ ）

６．その他 Ａ．その他（ ）

５．部分使用

２．支給材あり

３．現場環境改善

Ｄ．再生材を使用できない場合別途協議

そ の 他

１．現場発生材あり

再 生 材 使 用
１．再生材使用指定あり

排 水 工 関 係

７．占用支障物件あり（その他）

６．占用支障物件あり（ﾏﾝﾎｰﾙ蓋、仕切り弁蓋等）

３．占用支障物件あり（水道）

４．占用支承物件あり（下水道）

５．占用支障物件あり（ガス）

６．浄化槽、汲み取り便槽の取壊し処分あり(洗浄済)

２．占用支障物件あり（電話）

Ｂ．建設発生土管理状況書類及び処理地の関係図書

１．占用支障物件あり（電気）

10.9



春里地区センター外構整備工事

A 建築工事 1.0 式

E 電気設備工事 1.0 式

M 機械設備工事 1.0 式

昇降設備工事 1.0 式

Ⅰ 直接工事費　　　計 1.0 式

Ⅱ 共通仮設費 1.0 式

　 純工事費　　　計 　 　

　
Ⅲ 現場管理費 1.0 式

工事原価　　　計

　 　 　
　

Ⅳ 一般管理費等負担額 1.0 式

工事価格　　計

　
Ⅴ 消費税相当額 1.0 式 10%

総　　合　　計

金　　　　額 備　　　　　　　　　　考記号 工    事    名    称 摘　　　　　　　　　要 数　　量 単位 単　　　価

　　総　括 1 内訳書　　　



A 外構整備工事

a1 外構工事 1.0 式

計

名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

a1 外構工事

擁壁　① 1.0 式 別紙明細1

擁壁　② 1.0 式 別紙明細2

擁壁　③ 1.0 式 別紙明細3

擁壁　④ 1.0 式 別紙明細4

擁壁　⑤ 1.0 式 別紙明細5

擁壁　⑥　北側 1.0 式 別紙明細6

擁壁　⑥　南側 1.0 式 別紙明細7

擁壁　⑦ 1.0 式 別紙明細8

　スロープ 1.0 式 別紙明細9

　縁石コンクリート １、２、復旧 1.0 式 別紙明細10

　床面コンクリート モルタル下地部分 1.0 式 別紙明細11

　モルタル 145.0 m2 見x80%

　床タイル貼 磁器質150角、防汚、防滑 13.7 m2 見x80%

　同上下地モルタル 13.7 m2 見x80%

　ノンスリップタイル 段鼻 16.2 ｍ 見x80%

　方位タイル　移設 1.0 箇所 見x80%

3



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

　桝　１ 1.0 式 別紙明細12

　桝　２ 1.0 式 別紙明細13

　桝　３ 1.0 式 別紙明細14

　桝　４ 1.0 式 別紙明細15

横断側溝 1.0 式 別紙明細16

Ｕ字溝（U-180） 1.0 式 別紙明細17

　Ｕ字溝（U-150） 1.0 式 別紙明細18

　排水管 1.0 式 別紙明細19

　コンクリート舗装 1.0 式 別紙明細20

　アスファルト舗装 1.0 式 別紙明細21

　注意喚起タイル 300*300*11枚 1.0 ｍ2 刊行物

　車止め ｺﾝｸﾘｰﾄ製、ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ+接着剤 50.0 箇所 見x80%

　ライン引き W100、白 250.0 ｍ 見x80%

　車いすマーク 2.0 箇所 見x80%

　ゼブラゾーン 3.0 箇所 見x80%

　重機回送費 1.0 式 見x80%

4



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

計

改め計

5



B 解体工事

b1 仮設工事 1.0 式

b2 解体工事 1.0 式

b3 発生材処理 1.0 式

計

金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

b1 仮設工事
W900、高さ20m未満

外部足場 くさび緊結式手すり先行 1,009.0 ㎡ 刊行物

災害防止 養生シート（防炎Ⅰ類） 560.0 ㎡ 刊行物

計

改め計

7



金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

b2 解体工事

回廊：庇（ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ）撤去 96.6 ｍ FALSE

庇（駐車場）撤去 1.0 式 見x80%

ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(1)、ステージ　撤去 1.0 式 見x80%

ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(2)（塔）撤去 1.0 式 見x80%

外部物置　撤去 2.0 棟 見x80%

　ベンチ　撤去 4.0 箇所 見x80%
床面、排水溝、階段等、

　土間　撤去 ベンチ部床面含む 1,003.0 m2 FALSE

　門柱　撤去 2.0 箇所 見x80%

　植栽　撤去 中木共、伐採、伐根 221.0 m2 見x80%

　ポーチタイル　撤去 下地ﾓﾙﾀﾙ共 117.0 m2 FALSE

　カッター入れ 35.9 ｍ 見x80%

　バリカー　撤去 2.0 箇所 見x80%

　ゲート　撤去 1.0 式 見x80%

　掲示板　撤去 基礎のみ 1.0 式 見x80%

　アスファルト舗装　撤去 4.0 m2 見x80%

　カッター入れ（AS面） 14.0 m FALSE

8



金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

b2 　重機回送費 1.0 式 FALSE

計

改め計

9



金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

b3 発生材処理

コンクリートガラ　積込 384.0 m3 見x80%

金属くず（スチール）積込 38.7 ｔ 見x80%

金属くず（ステンレス）積込 0.1 ｔ 見x80%

金属くず（アルミ）積込 0.2 ｔ 見x80%

ボード類　積込 0.1 m3 見x80%

廃プラスチック類　積込 0.7 m3 見x80%

混合廃棄物　積込 2.8 m3 見x80%

木くず　積込 伐木 18.0 m3 見x80%

アスファルトガラ　積込 0.2 m3 見x80%

　発生土　積込 417.0 m3 見x80%

コンクリートガラ　運搬 384.0 m3 見x80%

金属くず（スチール）運搬 38.7 ｔ 見x80%

金属くず（ステンレス）運搬 0.1 ｔ 見x80%

10



金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

b3 金属くず（アルミ）運搬 0.2 ｔ

ボード類　運搬 0.1 m3

廃プラスチック類　運搬 0.7 m3

混合廃棄物　運搬 2.8 m3

木くず　運搬 伐木 18.0 m3

アスファルトガラ　運搬 0.2 m3

　発生土　運搬 417.0 m3

コンクリートガラ　処分 384.0 m3

金属くず（スチール）処分 38.7 ｔ

金属くず（ステンレス）処分 0.1 ｔ

金属くず（アルミ）処分 0.2 ｔ

ボード類　処分 0.1 m3

廃プラスチック類　処分 0.7 m3

混合廃棄物　処分 2.8 m3

11



金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

b3 木くず　処分 伐木 18.0 m3

アスファルトガラ　処分 0.2 m3

　発生土　処分 417.0 m3

計

改め計
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E 電気設備工事

E-1 外構整備工事 1.0 式

E-2 解体工事 1.0 式

小　計

改　計

金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価
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E-1-1 構内配電線路

電線管 (FEP30)埋設 61.0 ｍ 実マ岐580項

ケーブル EM-CE5.5°-2C　樹脂管内 70.0 ｍ 実マ岐248項

電線 E2.0°樹脂管内 70.0 ｍ 実マ岐230項

照明器具 A 2.0 個 複-1

ハンドホール H2-6 2.0 基 実マ岐594項

土工事 1.0 式 別-22

小計

改め計

金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

14



E-2 解体工事別紙明細

E-2-1 コンセント設備解体 1.0 式

E-2-2 電灯設備解体 1.0 式

E-2-3 弱電設備解体 1.0 式

小　計

金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

E-2-1 コンセント設備解体

電灯盤 L-4 1.0 面 複-2

ジャック盤 1.0 面 複-2

防水コンセント 9.0 個 複-2

小計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

E-2-2 電灯設備解体

照明器具 B21　FL20×1(直付) 3.0 個

照明器具 E21　FL20×1(直付) 2.0 個

照明器具 U18　DL(埋込) 2.0 個

照明器具 a13　ブラケットライト 46.0 個

照明器具 g301　MF300×1 1.0 個

照明器具 i15　レフ150×1 2.0 個

防水コンセント 2.0 個

小計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

E-2-3 弱電設備解体

大型子時計 1.0 個 複-2

小計

改め計
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Ｍ 機械設備工事

Ｍ-1 給水設備工事 1.0 式

Ｍ-2 撤去工事 1.0 式

Ｍ-3 仮設工事 1.0 式

小　計

改　計

金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価
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M-1 給水設備工事

ポリエチレン管 40(PE)　埋設 66.0 ｍ 実マ岐阜Ｐ139

土工事 1.0 式 別紙-23

ストップバルブ取付 既設制水弁取付 1.0 個 実マ岐阜Ｐ186

同上用バルブボックス （ＶＣ-1） 1.0 個 実マ岐阜Ｐ668

メーターバイパスユニット　40A 逆止弁付き 1.0 基

小計

改め計

金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

20



M-2 撤去工事

ポリエチレン管　撤去 40(PE)　埋設 90.0 ⅿ 実マ改岐阜Ｐ72

〃 20(PE)　埋設 9.0 ⅿ 実マ改岐阜Ｐ72

ストップバルブ　撤去 SV40　 2.0 個 実マ改岐阜Ｐ87
複合単価3

バルブボックス　撤去 VC-1　 3.0 個 制水弁共
実マ改岐阜Ｐ87

ストップバルブ　取外し SV40　 1.0 個 制水弁

土工事 1.0 式 別紙-24

小計

改め計

金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価
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M-3 仮設工事

ポリエチレン管　 40(PE)　埋設 65.0 ⅿ 実マ岐阜Ｐ139

ポリエチレン管　撤去 40(PE)　埋設 65.0 ⅿ 実マ改岐阜Ｐ72

ポリエチレン管　切断接続 40A 4.0 ヵ所 複合単価3

小計

改め計

金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価
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Ⅱ 共通仮設積上

　仮囲い 成形鋼板　H2.0m 165.0 ｍ 刊行物

仮門 ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄW6.0*H1.8m 1.0 箇所 刊行物

簡易仮囲い 6.0 台 刊行物

仮設通路 1.0 式 見x80%
ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ、16t

揚重機 ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付 3.0 日 刊行物

交通誘導員Ｂ 26.0 人 刊行物

仮設トイレ 6ヶ月 1.0 棟 刊行物

計

改め計

名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

23



別-1 別紙明細1 擁壁　①

根切り 47.9 m3 見x80%

床付け 39.4 m2 見x80%

砕石（RC-40) 3.8 m3 見x80%

捨てコンクリート Fc18、S18 1.3 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

コンクリート Fc21、S18 9.5 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

鉄筋 D13 412.0 ㎏ 見x80%

加工組立 412.0 ㎏ 見x80%

打放型枠 36.6 m2 見x80%

　普通型枠 31.7 m2 見x80%

　伸縮目地 エラスタイト　t=10 0.4 m2 見x80%

　押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=20 10.3 m2 見x80%

　水抜き孔 VP75 8.0 箇所 見x80%

　透水マット 6.3 m2 見x80%

金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-1 　打放面補修 36.6 m2 見x80%

　天端金鏝仕上 26.0 ｍ 見x80%

メッシュフェンス H=800 26.3 ｍ 見x80%

埋戻し 34.5 m3 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-2 別紙明細2 擁壁　②

根切り 7.7 m3 見x80%

床付け 8.7 m2 見x80%

砕石（RC-40) 0.5 m3 見x80%

捨てコンクリート Fc18、S18 0.2 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

コンクリート Fc21、S18 1.7 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

鉄筋 D13 92.7 ㎏ 見x80%

加工組立 92.7 ㎏ 見x80%

打放型枠 8.0 m2 見x80%

　普通型枠 11.7 m2 見x80%

　押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=20 3.5 m2 見x80%

　打放面補修 8.0 m2 見x80%

　天端金鏝仕上 12.1 ｍ 見x80%

メッシュフェンス H=1200 11.9 ｍ 見x80%
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-2 埋戻し 5.6 m3 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-3 別紙明細3 擁壁　③

根切り 14.2 m3 見x80%

床付け 15.7 m2 見x80%

砕石（RC-40) 0.8 m3 見x80%

捨てコンクリート Fc18、S18 0.3 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

コンクリート Fc21、S18 2.8 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

鉄筋 D13 146.0 ㎏ 見x80%

加工組立 146.0 ㎏ 見x80%

打放型枠 11.6 m2 見x80%

　普通型枠 19.8 m2 見x80%

　伸縮目地 エラスタイト　t=10 0.1 m2 見x80%

　押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=20 11.4 m2 見x80%

　打放面補修 11.6 m2 見x80%

　天端金鏝仕上 22.4 ｍ 見x80%

28



金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-3 メッシュフェンス H=1200 22.3 ｍ 見x80%

埋戻し 10.7 m3 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-4 別紙明細4 擁壁　④

根切り 4.8 m3 見x80%

床付け 5.3 m2 見x80%

砕石（RC-40) 0.3 m3 見x80%

捨てコンクリート Fc18、S18 0.1 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

コンクリート Fc21、S18 0.7 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

鉄筋 D13 40.9 ㎏ 見x80%

加工組立 40.9 ㎏ 見x80%

打放型枠 3.1 m2 見x80%

　普通型枠 4.9 m2 見x80%

　伸縮目地 エラスタイト　t=10 0.2 m2 見x80%

　押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=20 3.5 m2 見x80%

　打放面補修 3.1 m2 見x80%

　天端金鏝仕上 8.0 ｍ 見x80%
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-4 メッシュフェンス H=1200 7.9 ｍ 見x80%

埋戻し 3.8 m3 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-5 別紙明細5 擁壁　⑤

根切り 9.8 m3 見x80%

床付け 14.2 m2 見x80%

砕石（RC-40) 0.5 m3 見x80%

捨てコンクリート Fc18、S18 0.2 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

コンクリート Fc21、S18 1.7 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

鉄筋 D13 61.3 ㎏ 見x80%

加工組立 61.3 ㎏ 見x80%

打放型枠 11.7 m2 見x80%

　普通型枠 7.0 m2 見x80%

　押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=20 0.1 m2 見x80%

　打放面補修 11.7 m2 見x80%

　天端金鏝仕上 11.5 ｍ 見x80%

メッシュフェンス H=800 6.0 ｍ 見x80%
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-5 埋戻し 8.1 m3 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-6 別紙明細6 擁壁　⑥　北側

根切り 20.0 m3 見x80%

床付け 25.3 m2 見x80%

砕石（RC-40) 1.1 m3 見x80%

捨てコンクリート Fc18、S18 0.6 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

コンクリート Fc21、S18 3.5 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

鉄筋 D13 183.0 ㎏ 見x80%

加工組立 183.0 ㎏ 見x80%

打放型枠 10.5 m2 見x80%

　普通型枠 15.9 m2 見x80%

　打放面補修 10.5 m2 見x80%

　天端金鏝仕上 15.9 ｍ 見x80%

埋戻し 15.1 m3 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-7 別紙明細7 擁壁　⑥　南側

根切り 11.5 m3 見x80%

床付け 15.3 m2 見x80%

砕石（RC-40) 0.8 m3 見x80%

捨てコンクリート Fc18、S18 0.4 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

コンクリート Fc21、S18 2.6 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

鉄筋 D13 136.0 ㎏ 見x80%

加工組立 136.0 ㎏ 見x80%

打放型枠 9.5 m2 見x80%

　普通型枠 9.7 m2 見x80%

　打放面補修 9.5 m2 見x80%

　天端金鏝仕上 11.7 ｍ 見x80%

手すり SUS304　HL　34φ 11.5 ｍ 見x80%

埋戻し 7.9 m3 見x80%
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-7

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-8 別紙明細8 擁壁　⑦

根切り 12.0 m3 見x80%

床付け 30.3 m2 見x80%

砕石（RC-40) 1.1 m3 見x80%

捨てコンクリート Fc18、S18 0.6 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

コンクリート Fc21、S18 3.5 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

鉄筋 D13 189.0 ㎏ 見x80%

加工組立 189.0 ㎏ 見x80%

打放型枠 14.2 m2 見x80%

　普通型枠 12.3 m2 見x80%

　打放面補修 14.2 m2 見x80%

　天端金鏝仕上 16.3 ｍ 見x80%

埋戻し 7.1 m3 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-9 別紙明細9 　スロープ

床付け 6.4 m2 見x80%

砕石（RC-40) 0.6 m3 見x80%

コンクリート Fc21、S18 0.8 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

鉄筋 D13 61.4 ㎏ 見x80%

加工組立 61.4 ㎏ 見x80%

刷毛引き仕上 6.4 m2 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-10 別紙明細10 　縁石コンクリート

縁石コンクリート　新設 100*100 0.9 ｍ 見x80%

縁石コンクリート　復旧 120*120 0.4 ｍ 見x80%

砕石（RC-40) 0.1 m3 見x80%

捨てコンクリート Fc18、S18 0.1 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-11 別紙明細11 　床面コンクリート

砕石（RC-40) 3.9 m3 見x80%

コンクリート Fc21、S18 5.1 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

鉄筋 D10 299.0 ㎏ 見x80%

加工組立 299.0 ㎏ 見x80%

差筋 D10 94.0 箇所 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-12 別紙明細12 　桝　１

根切り 1.8 m3 見x80%

床付け 1.9 m2 見x80%
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞボルト固定

桝 鋼製受枠(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ)、ゴミカゴ 1.0 基 見x80%

砕石（RC-40) 0.1 m3 見x80%

コンクリート Fc21、S18 0.1 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

インバートコンクリート Fc21、S18 0.1 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

埋戻し 1.5 m3 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-13 別紙明細13 　桝　２

根切り 2.9 m3

床付け 3.1 m2
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ110°開閉

桝 鋼製受枠(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ)、ゴミカゴ 2.0 基

砕石（RC-40) 0.2 m3

コンクリート Fc21、S18 0.1 m3

打設手間 1.0 式

インバートコンクリート Fc21、S18 0.1 m3

打設手間 1.0 式

埋戻し 2.3 m3

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-14 別紙明細14 　桝　３

根切り 2.2 m3 見x80%

床付け 3.1 m2 見x80%
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ110°開閉

桝 鋼製受枠(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ)、ゴミカゴ 2.0 基 見x80%

砕石（RC-40) 0.2 m3 見x80%

コンクリート Fc21、S18 0.1 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

インバートコンクリート Fc21、S18 0.1 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

埋戻し 1.7 m3 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-15 別紙明細15 　桝　４

根切り 0.9 m3 見x80%

床付け 2.4 m2 見x80%

桝 ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共 1.0 基 見x80%

砕石（RC-40) 0.1 m3 見x80%

コンクリート Fc21、S18 0.1 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

埋戻し 0.7 m3 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-16 別紙明細16 横断側溝

根切り 13.0 m3 見x80%

床付け 16.7 m2 見x80%
T-25

横断側溝 細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞボルト固定 11.0 m 見x80%

砕石（RC-40) 1.1 m3 見x80%

コンクリート Fc21、S18 0.6 m3 見x80%

打設手間 1.0 式 見x80%

調整コンクリート Fc21、S18 0.1 m3 見x80%

埋戻し 8.3 m3 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-17 別紙明細17 Ｕ字溝（U-180）

根切り 9.5 m3 見x80%

床付け 24.8 m2 見x80%

Ｕ字溝（U-180） 30.0 m 見x80%

砕石（RC-40) 1.2 m3 見x80%

調整コンクリート Fc21、S18 0.2 m3 見x80%

勾配モルタル 30.0 m 見x80%

コンクリート蓋 U-180用 22.0 m 見x80%

グレーチング 受枠、ｺﾝｸﾘｰﾄ固定、隙間ﾓﾙﾀﾙ共 8.0 m 見x80%

　埋戻し 6.3 m3 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-18 別紙明細18 　Ｕ字溝（U-150）

根切り 1.4 m3 見x80%

床付け 4.5 m2 見x80%

Ｕ字溝（U-150） 4.0 m 見x80%

砕石（RC-40) 0.1 m3 見x80%

調整コンクリート Fc21、S18 0.1 m3 見x80%

グレーチング 4.0 m 見x80%

　埋戻し 1.2 m3 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-19 別紙明細19 　排水管

VP150 L=0.36+0.64 1.0 箇所 見x80%

VP150 L=4.9 1.0 箇所 見x80%

VP125 L=0.4 4.0 箇所 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-20 別紙明細20 　コンクリート舗装

コンクリート舗装　t=120 29.2 m2 見x80%

溶接金網 6-150*150 29.2 m2 見x80%

砕石（RC-40) 2.9 m3 見x80%

コンクリート舗装　t=60 3.6 m2 見x80%

砕石（RC-40) 0.4 m3 見x80%

計

改め計
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-21 別紙明細21 　アスファルト舗装

アスファルト舗装 A-5-15 1,157.0 m2 刊行物

鋤取り 1,157.0 m2 見x80%

計

改め計
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別-22 土工事別紙明細

根切 バックホウ0.13㎥ 29.3 ｍ3 実マ岐382項

砂類 7.3 ｍ3 実マ岐452項

砕石地業 3.7 ｍ3 実マ岐382項

残土処分 場外処分※建築工事 11.0 ｍ3

埋戻 バックホウ0.13㎥ 18.3 ｍ3 実マ岐508項

埋設テープ 幅150㎜　2倍 61.0 ｍ 実マ岐590項

小計

改め計

金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価
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別-23 土工事別紙明細 新設

根切 バックホウ0.13㎥ 13.0 ㎥ 実マ岐Ｐ452

砂類 7.0 ㎥ 実マ岐Ｐ452

残土処分 場内敷き均し 7.0 ㎥ 処分

埋戻 バックホウ0.13㎥ 6.0 ㎥ 実マ岐Ｐ452

埋設テープ 幅150㎜　2倍 66.0 ｍ 実マ岐Ｐ624

小計

改め計

金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価
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金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別-24 土工事別紙明細 撤去

根切 バックホウ0.13㎥ 16.0 ㎥ 実マ岐Ｐ452

埋戻 バックホウ0.13㎥ 16.0 ㎥ 実マ岐Ｐ452

小計

改め計
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Ａ－21 Ｅ－01

Ｅ－02

Ｅ－03

Ｅ－04

Ｅ－05

Ｅ－06

Ｅ－07

Ｅ－08

－

－

－

　　動力コンセント設備　平面図
電気設備　撤去

電気設備　撤去　　盤図

－Ｍ－01

1/400機械設備　配置図

給排水設備配置図（撤去・仮設）

Ｍ－02

特記仕様書１

特記仕様書２

特記仕様書３

特記仕様書４

－

－

－

－

1/400

電気設備　撤去　　電灯設備　平面図

電気設備　撤去　　弱電機器参考姿図　１

電気設備　撤去　　弱電機器参考姿図　２

電気設備　撤去　　弱電設備　平面図

電気設備　配置図

－

Ｅ－09

電気設備　撤去　　照明器具参考姿図１

電気設備　撤去　　照明器具参考姿図２

春里地区センター外構整備工事 設計図

全体配置図、付近見取図 1/400

配置図 1/200

1/200断面図１

断面図２ 1/200

1/20

1/20

外構詳細図１

外構詳細図２

1/20外構詳細図３

1/20外構詳細図４

仮設計画図 1/400

1/400

現況図 1/200

外構詳細図 －

－

－

外部物置、ゲート　詳細図

外部物置　部材リスト、配筋図

－ゲート　部材伏図、部材リスト、詳細図

－回廊：庇（ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ）詳細図

－

－

－

ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(2)　詳細図２

ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(2)　部材伏図

ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(2)　軸組図、部材リスト

ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(2)　鉄骨架構詳細図

掲示板　詳細図

基礎伏図

Ｒ階床伏図

－

－

－

－

庇（駐車場）、門柱　詳細図

－

－

－庇（駐車場）部材伏図、各リスト、配筋図

ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(1)　詳細図１

ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(1)　詳細図２

－

－

－

－

－

ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(1)　伏図、軸組図、部材リスト

ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(1)　基礎リスト、鉄骨架構詳細図

ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(2)　詳細図１

回廊：庇(ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ)配筋リスト、配筋図

全体現況図



SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

古　山　光　司１級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677
春里地区センター外構整備工事　設計図

Ⅱ　建築工事仕様 章 項目 特記事項 章 項目 特記事項

－

特記仕様書１

工事名称 春里地区センター外構整備工事

主要用途

工事種別

敷地

外構整備工事

地名地番 岐阜県可児市　矢戸　地内

都市計画法等

敷地面積

都市計画区域 ・　都市計画区域内（・市街化区域・市街化調整区域・その他）

・　都市計画区域外

用途地域 ・（　　　　　　　　　）

防火地域

建築基準法 道　　路

その他の指定

・　防火地域　・準防火地域　・指定なし

・ ２２条指定区域内　・ ２２条指定区域外　・（　　　　　）

・ 国道　・ 県道　・ 市道　・ 町道　・ 村道　・ 私道

・ 法定外道

工事の範囲 ・外構整備工事一式

・解体工事一式

・外構整備工事、解体工事に伴う電気設備工事、機械設備工事一式

１．共通仕様

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築

工事標準仕様書(建築工事編)(最新版）｛以下「標準仕様書」　という}、可児市建設工事共通仕様

書、および建築工事標準図（最新版）｛以下「標準図」という}による。

（２）電気設備改修工事及び機械設備改修工事を本工事に含む場合は、それぞれの工事仕様書を適用する。

（３）受注者は建築基準法第７条の定めによる完了検査（同法第７条の３の定めによる中間検査を含む）

時には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料（報告書等）を用意すること。

２．特記仕様

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項の中で選択する事項（・印の付いたもの）は、・ 印の付いたものを適用する。

　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

（３）特記事項に記載の [　.　.　] 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）受注者は、南海トラフ地震防災対策推進地域における工事にあっては、南海トラフ地震に関連する

情報（臨時）が気象庁から出された場合には、工事中断の措置をとるものとし、これに伴う必要な

補強・落下防止等の保全処置を講じなければならない。

上記事実が発生した場合は、契約書第26条（臨機の措置）の規定による。

（５）標準仕様書で「特記がなければ、」以降に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示して

いる場合において、それらが関係法令の改正等により（条例等を含む）に抵触する場合には、関係

法令等の遵守[1.1.13]の規定を優先する。

章 項目 特記事項

１ 適用基準等 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「営繕工事写真撮影要領（令和5年版）に

よる工事写真撮影ガイドブック（令和5年版）」及び国土交通省大臣官房官庁営

繕部「デジタル工事写真の小黒板情報電子化について」

・建築工事標準詳細図　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修(令和4年版）

・岐阜県建設副産物有効利用及び適正処理要綱（令和7年4月）

・岐阜県建設発生土管理基準（令和7年8月1日）

１
　
共
 
通
 
事
 
項

2 工事実績情報サ

　ービス(CORINS）

　への登録

請負代金額が500万円以上（消費税込み）の元請負人は、工事実績情報を

（財）日本建設情報総合センターの工事実績情報システム（CORINS）に登録する

ものとする。

なお、登録内容を訂正する必要が生じた場合は、標準仕様書に記載された登録

の手順に準じて訂正するものとする。

また、変更契約日と工事完了日の間が、10日に満たない場合は、変更契約時の

登録を省略することができるものとする。

3 工事の記録 工事写真

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「営繕工事写真撮影要領（平成28年版）に

よる工事写真撮影ガイドブック（平成30年版）」及び国土交通省大臣官房官庁営

繕部「デジタル工事写真の小黒板情報電子化について」による他、監督員の指示

により撮影し提出する。

４ 施工計画書

工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた施工計画書（総合施工計画

[1.2.2]

書）を作成し、監督員に提出する。また、次の工種に該当する工事の施工計画書

１
　
共
 
通
 
事
 
項

・植栽及び屋上緑化工事

・塗装工事

・左官工事

・木工事

・防水工事

・コンクリートブロック・ＡＬＣパネル、押出成形セメント板工事

・鉄筋工事

・仮設工事

を当該工事の施工に先立ち作成し、監督員に提出する。

・ユニットおよびその他工事

・排水工事

・建具工事

・屋根及びとい工事

・石工事

・コンクリート工事

・土工事 ・地業工事

・鉄骨工事

・舗装工事

・カーテンウォール工事

・金属工事

・タイル工事

５ 電気保安

　 技術者

・適用する [1.3.3]

[1.3.5]６ 施工条件 ・適用する

・工事用車両の駐車場　（・指定なし　・図示　・敷地内　　　　　　）

・資機材置場　　　　　（・指定なし　・図示　・敷地内　　　　　　）

・現場事務所　　　　　（・指定なし　・図示　・敷地内　　　　　　）

・建設発生土仮置場　　（・指定なし　・図示　・敷地内　　　　　　）

・施工時間　　　　　　（※追加特記仕様書による　・監督員の指示による）

・施工順序　　　　　　（・指定なし　・図示　・監督員の指示による）

※再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書の提出

※引渡しを要するもの（・金属類　※ＰＣＢ含有物　・　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物（※廃石綿　・　　　　　　　　　　　　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　）

[1.3.11]

　 処理等

用計画書及び再資源利用促進計画書を監督員に提出するものとする。

　建設リサイクル法の実施に係る岐阜県指針に基づき、工事着手時に再資源利

ものとする。

なお、計画書は、「建設副産物情報交換システム」（COBRIS）により作成した

７ 発生材の

　 の工法 品の指定工法による。

改修標準仕様書、標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製８ 特別な材料

調査　　※石綿含有建材の事前調査 [解1.4.1]９ 石綿含有建材

　 の調査 工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事

前調査を行う

貸与資料（　石綿分析結果報告書(証明書)：可児市施設住宅課　）

・分析による石綿含有建材の調査

分析対象　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、

クロシドライト、トレモライト

サンプル数　　1箇所あたり3サンプル

採取箇所　　・図示による

[1.5.5]10 施工の検査等 ・その他監督員の指示による

11 施工の立ち会

　 い等

[1.5.7]・その他監督員の指示による

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出し、監督員の承諾を

受ける。

　本工事に係る施工図及び施工計画書の著作者の権利は、当該建物における

使用に限り、発注者に移譲するものとする。

提出　※１部　・　

・施工計画書（・監督員の指示による　・　　　　　　　　　）

提出　※原図及びその複写図１部　・　

・施工図（・監督員の指示による　・　　　　　　　　　）

提出　※１部　・２部

・保全に関する資料

12 完成時の提出

記載内容は監督員と協議する。

（平成１７年４月改訂版）による。

完成図ＣＡＤデータ作成方法は「建築ＣＡＤ図面作成要領」

※新規に作成　・既存完成図を修正

・完成図（施工図、施工計画書を除く）   書類

[1.7.1～3][表1.7.1]

　 電子納品

「営繕工事電子納品要領」（令和元年改訂版）による。13 営繕工事

１）本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程」（平

成9年7月31日建設省告示第1536号、最終改正 平成13年4月9日国土交通省告示

場合は、監督員と協議の上、必要書類を提出するものとする。

第487号）に基づき指定された建設機械を使用する。ただし、これにより難い

２）本工事においては「第３次排出ガス対策型建設機械指定要領(平成18年3月17

日国総施第215号、最終改定 平成23年7月13日国総環ﾘ第1号)に基づき指定さ

れた建設機械を使用する。排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は、

平成７年建設技術評価制公募課題「建度設機械の排出ガス浄化装置の開発」、

り評価された排出ガス浄化装置を装着することで、排出ガス対策機械と同等

又はあるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術審査証明事業によ

とみなす。ただし、これにより難い場合は、監督員と協議するものとする。

行い、監督員に提出するものとする。

排出ガス対策建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用

する場合、現場代理人は、施工現場において使用する建設機械の写真撮影を

14 建設機械

共、在来にならい補修する。

　工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕上げ

事故発生報告書を監督員に速やかに提出すること。

※工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通知するとともに、15 事故報告

16 養生その他

　　　　　　　設置すること。

・騒音対策

・夜間照明 仮囲い上部に仮設夜間照明を設置すること。

隣地境界地点において騒音振動測定器を設置し測定管理すること。

※安全対策　　工事車両の出入口及び出隅部分に透明板付の仮囲いや赤色灯を

　　　　　　　　工事車両の洗車及び道路の清掃をすること。

搬出時等は、周辺道路への土砂等飛散防止に努めること。

※粉じん対策　粉じんが発生する場合には、集塵機を設置すること。

   適正処理

   排除措置

請負に係る書類」様式に基づき作成する。

　本工事の施工に関して提出する書類は、発注者が受注者に提示する「工事の

を有する者の中から選定するよう努めること。

本工事において、下請契約を締結する場合には、当該契約の相手方を岐阜県内

に本店（建設業法（昭和２４年法律第１００号）に規定する主たる営業所含む。）

確認すること。

産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、監督員の指示に従い、産業廃棄物

の関連書類の提出及び確認並びに処理施設の現地確認並びに建設廃棄物処理状況

の管理を行い、産業廃棄物の最終処分に至るまで適正に処理されていることを

妨害又は不当要求に対する通報義務

ないこと。

ならない。なお、通報がない場合は入札参加資格を停止をすることがある。

１）受注者は、契約の履行に当たって暴力団関係者等から事実関係及び社会通

念等に照らして合理的な理由が認められない不当若しくは違法な要求又は

契約の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警察へ通報をしなければ

することができる。

務を完了することができないときは、発注者に履行期間の延長変更を請求

２）受注者は、暴力団等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に業

   レスポンス

１）本工事はワンデーレスポンス実施対象工事とする。

　日のうち」に回答する仕組みである。

　｢ワンデーレスポンス｣とは、受注者からの質問、協議への回答を、原則｢その

　程を比較照査し、差異が生じた場合は適宜監督員に報告するものとする。

２）受注者は、工事施工中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工

３）実施に当たっては、「ワンデーレスポンス実施要領」（農計第531号、林第

　815号、技第584号平成23年3月31日通知）に基づき実施するものとする。

監督員の指示による。なお、この場合請負金額の変更は行わない。

現場の納まり、取り合い等の関係による協議の中で、形状寸法の軽微な変更は、

下請け業者の選定に当たっては可児市入札参加資格停止の処置がなされてい

17 書類の書式等

18 下請施工業務

19 産業廃棄物の

20 下請け業者等

21 暴力団の

22 ワンデー

23 軽微な変更等
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SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

古　山　光　司１級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677
春里地区センター外構整備工事　設計図

章 項目 特記事項 章 項目 特記事項章 項目 特記事項

[5.3.5]

－

特記仕様書２

24 事故防止策 安全施設の使用・設置

１　安全施設の使用・設置は関係法令等を順守するほか次のとおり講じなければ

ならない。

　（1）原則、昇降用梯子で作業しないこと。ただし、やむを得ず作業する場合は、

 　　本作業用、補助用の2丁掛としなければならない。

（2）安全帯は一連の作業において親綱の架け替え等が生じる場合は、本作業用、

　　 補助用の2丁掛としなければならない。

定期安全訓練・研修等

２　受注者は、工事着手後、作業員全員の参加により月当たり、半日以上の時間

を割当て、次の各号から実施する内容を選択し、定期的に安全に関する研修

・訓練等を実施しなければならない。さらに、工事内容や現場状況に応じて、

過去の事故事例集（下記URL参照）の活用により、工事現場で予想される事故

防止対策を必ず実施すること。

（１）安全活動のビデオ等視覚資料による安全教育

（２）当該工事内容等の周知徹底

（３）工事安全に関する法令、通達、指針等の周知徹底

（４）当該工事における災害対策訓練

（５）その他、安全・訓練等として必要な事項

　https://www.pref.gifu.lg.jp/shakai-kiban/kendo/gijutsu-kanri/11656/

　jikojireishuu.html

25 工事着手前

　 協議

する。

議を発注者側の発議により開催するものとする。なお、立会者は発注者側が指定

況を確認の上、設計と現地との整合性及び問題点を整理した後に、工事着手前協

受注者は工事請負契約後直ちに設計図書を照査し、受注者及び発注者側が現場状

（１）ディーゼルエンジンを動力とする車両には、JIS規格の軽油を使用すること。

ディーゼルエンジン車両の適正燃料の使用について

（２）ディーゼルエンジンを動力とする車両の燃料検査があった場合には協力す

ること。

26 その他

工事施工に際し、在来部分を汚損又は損傷した場合は、構造・仕上げ共、在来に

ならい補修する。

本工事に伴う既設設備の軽微な加工改造は本工事とする。

[2.3.1]

  事務所

・利用できる（ ※有償　・無償 ）

構内既存の施設　※利用できない

・利用できる（ ※有償　・無償 ）

構内既存の施設　※利用できない

・設けない

規模(ｍ２程度)　・１０　・２０　※３５　・６５　・１００

・構内に新設する。

２ 工事用水

３ 工事電力

 [表3.2.1]　[3.2.3]

・材料及び工法 　材料（　　　　　　　　　）　　工法（　　　　　　　）

　　　　　 適用場所（　　　　　　　　　　　　　　）　

　・Ｄ種 （細粒分(75μm以下)の含有率(重量百分率)の上限を50％未満とする）

　　　　  土質（　　　　　　　　）    受渡場所（　　　　　　　　　　　）

　・Ｃ種　適用場所（　　　　　　　　　）

　・Ｂ種　適用場所（　　　　　　　　　）　

　・Ａ種　適用場所（　　　　　　　　　）　

※表3.2.1による種別　及び盛土

１ 埋戻し３
　
土
 
工
 
事

２ 建設発生土

  の処理

[3.2.5]

「建設発生土情報交換システム」（一財）日本建設情報総合センター（JACIC）

を活用し近隣の受入先を調査の上、搬出距離、受入条件等が確認できる資料を

監督員に提出し、協議により搬出先を決定する。搬出後、監督員へ搬出先の受入

を確認できる資料を提出する。

３
　
土
 
工
 
事

　処理

３ 建設汚泥の

・岐阜県建設発生土管理基準により土壌検査を行う。

・場内指定場所に堆積　　（　　　　　　　　　　）

・場内指定場所に敷き均し（　　　　　　　　　　）

・場外指定場所に搬出する。　・　　

　　※搬出後、監督員へ搬出先の受入を確認できる資料を提出する。

本工事で建設汚泥が発生する場合は「建設汚泥の再生利用に関するガイドライ

ンの策定について」（国営計第36号　平成18年 6月12日）、「建設汚泥の再生利

※第３種処理土　・　

表－４建設汚泥処理土の適用用途標準」における下記の区分とする。

「建設汚泥処理土利用技術基準について（国営計第41号 平成18年6月12日）

要求品質

再生処理方法　　※脱水処理　・安定処理（セメント、石灰による改良処理）

再生利用の種別　※埋戻し及び盛土材として利用　・　

建設汚泥の再生利用を行う。

用に関する実施要領について」（国営計第38号　平成18年 6月12日）に基づき

[4.6.2～4.6.3]

適用場所

砂利厚さ　　　　※60mm

材料　・再生クラッシャラン　・切込砂利及び切込採石

・基礎下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

　地業

スランプ　　　　※15cm又は18cm

設計基準強度　※18N/m㎡　　　　

　・基礎梁下、土に接するスラブ下

施工範囲　

捨コンクリートの厚さ　　※50mm　　　 [4.6.4][6.14.1]

[4.6.4][6.14.1]

[4.6.4][6.14.1]

[4.6.4][6.14.1]

・図示による（　断面詳細図、外構詳細図　）

　・図示による（　断面詳細図、外構詳細図　）

１　砂利地業

２ 捨コンクリート

４
　
地
 
業
 
工
 事

[5.2.1][表5.2.1]鉄筋の種類１ 鉄筋の種類

形状等２ 溶接金網 [5.2.2]

耐力壁の重ね継手の長さ　・図示による（　　　　　）　　・　

柱及び梁主筋の重ね継手の長さ　・図示による（　　　　　）　　・　

鉄筋の継手の方法等

　定着

３ 鉄筋の継手及び [5.3.4][5.5.2][5.6.3]

継手位置　・図示による（　　　　　）　　・　

鉄筋の定着の長さ　・図示による（　　　　　）　　・　

５
　
鉄
 
筋
 工
 
事

・

種類の記号

・ＳＤ３４５

・ＳＤ２９５

備　　考呼　び　名　（ｍｍ）

Ｄ１３

・溶接金網

網目の形状、寸法、鉄線の径(mm)種類の記号種  類 使用部位

6*150*150 床面

継手の方法

・重ね継手　・　

・重ね継手　・                      

・ガス圧接　・機械式継手　・溶接継手

部  位

その他の鉄筋

耐力壁の鉄筋

地中梁の主筋

呼び径（mm）

（擁壁）

　厚さ及び間隔

（溶接金網を含む)

４ 鉄筋のかぶり 最小かぶり厚さ

・図示による（　　　　）　　・表5.3.6による

・

鉄筋相互のあき（機械式継手及び溶接継ぎ手を除く）

・図示による（　　　　　）　　・図5.3.6による

[5.3.7]

　・

・図示による（　　　　　）

５ 各部配筋 各部配筋

[6.2.1]ｺﾝｸﾘｰﾄの類別　

　※ Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

　・ Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

１ ｺﾝｸﾘｰﾄの種類

　単位容積質量に

　よる種類及び強

　度等

普通コンクリートの設計基準強度

[6.2.1～4][6.3.2]２ ｺﾝｸﾘｰﾄの気乾

種類３ セメント [6.3.1]

適用箇所（　　　　　）

・高炉セメントＢ種　Ｇ　　　　　適用箇所（※基礎及び基礎梁　・　　　　　）

・フライアッシュセメントＢ種　Ｇ　　　　　　　適用箇所（　　　　　）

ものとする）

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又はフラ

イアッシュセメントＡ種（普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に

示された規定の他、水和熱が７日目で352J/g以下、かつ28日目で402J/g以下の

アルカリシリカ反応による区分

　※Ａ　　　・Ｂ

・混和剤

混和剤の種類

※[6.3.1](4)(a)による　・ＡＥ減水剤 

・混和材

混和材の種類

※[6.3.1](4)(b)による　

４ 骨材

５ 混和材料

[6.3.1]

[6.3.1]

　 の仕上がり

部材の位置及び断面寸法の許容差の標準値

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

[6.2.5]６ 構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ

・調合強度（　　　　）による。

※については構造体強度補正値（S）を適用すること。

設計基準強度(N/mm2)

※２４

スランプ

・　　

気乾単位容積質量 (t/m3)

2.3程度

・２１

・１８ 捨てコン

適用箇所

擁壁

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

種 別 適　　用　　箇　　所

コンクリートの仕上りの平たんさ

適　　用　　箇　　所種 別

・ a種

・ b種

・ c種

[6.8.2]７ 型枠

　※標準仕様書6.8.1表による

スリーブの材種・規格等　　・図示による（　　　　　）　　・　

　打増し範囲　　　・図示による（　　　　　）　　　　・　

　打増し厚さ　　　・20mm　　　・　

　適用箇所　　・図示による（　　　　　）　　・　

・MCR工法用シート

　使用箇所　　・図示による（　　　　　）　　・　

・断熱材を兼用した型枠材

せき板の材料及び厚さ　・合板（・12mm　・　　　）Ｇ　　　　　・　

　　　取り合い

27 既設との

・設ける１ 監督職員

６
　
コ
 
ン
 
ク
 
リ
 ー

 
ト
 
工
 
事

７

８

９

10

２
　
仮
 
設
 
工
 
事

Ａ－02

・１８

・１８
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章 項目 特記事項 章 項目 特記事項章 項目 特記事項

－

特記仕様書３

2211

舗
 
装
 
工
 
事

Ａ－03

21

タ
 
イ
 
ル
 
工
 
事

排
 
水
 
工
 
事

23

４ ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

舗装の種類

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

転圧ｺﾝｸﾘｰﾄ

材料

コンクリート

車道部 

歩道部 

車道部 

部位

[22.5.2～4、6][表22.5.1、3]

厚さ(mm)

・図示　・150　・ 

・図示　・ 70　・ 

・図示　・150　・ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装の厚さ

種類　※普通コンクリート　・　

設計基準強度、スランプ及び粗骨材の最大寸法　※標準仕様書 表22.5.1による

早強セメント　　・使用する　　・使用しない 

注入目地材料　　※低弾性タイプ　　・高弾性タイプ

目地の種類、間隔、構造

※標準仕様書 表22.5.3及び図22.5.1による　　・図示　 

５ 路面標示用塗料 仕上り面の平たん性

　※歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は３mm以内とする

　・　

・ジオテキスタイル

　単位面積質量　　・60g/㎡以上　　・　

　厚さ(mm)　　・0.5～1.0　　・　

　引張強さ　　・98N/5cm(10kgf/5cm)以上　　・　

　透水係数　　・1.5×10 cm/sec以上　　・　
-1

種別

　・Ａ種（施工範囲：　・図示　　・通路　　・　　　　　　　　）

　・Ｂ種（施工範囲：　・図示　　・建物周囲その他　　・　　　　　　　　）

路面標示用塗料はJIS K 5665（路面標示用塗料）による

・１種　Ｇ

・２種　Ｇ

※３種１号

種類 施工

溶融

常温

加熱

Ｇ 低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料

液状

粉体状

適用 色

・白

・　

幅(mm)

・150

・100

塗布厚さ(mm)

・1.0

・   

アスファルト舗装の構成及び厚さ　※図示　・ 

材料 

　骨材　　　　　・道路用砕石　　　　　　　 

　　　　　　　　・アスファルトコンクリート再生骨材 Ｇ

加熱アスファルト混合物等の種類　　

シールコートの施工　 ・行う　・行わない 

試験

　アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない 

　　　　　　　　　・ 

舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度 

　アスファルト  ・ 再生アスファルト Ｇ 　　・ ストレートアスファルト

３ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 [22.4.2～6][表 22.4.4]

表層

基層

・一般地域 

・寒冷地域 

一般及び寒冷地域

・密粒度アスファルト混合物(13) 

・細粒度アスファルト混合物(13) 

・密粒度アスファルト混合物(13Ｆ) 

・細粒度アスファルト混合物(13Ｆ) 

　粗粒度アスファルト混合物(20)

区分 地域 種類

試験 

　路盤締固め度の試験　　※行う　　　・行わない　 

・再生材

・砕石

・クラッシャラン　Ｇ

・粒度調整砕石　　Ｇ

・クラシャラン鉄鋼スラグ　　　Ｇ

・粒度調整鉄鋼スラグ　　　　　Ｇ

・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ　　Ｇ

・粒度調整砕石

・クラッシャラン

[22.2.2、3、5][表22.2.1]

路床の材料

１ 路床

・盛土 

・遮断層 

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種 　・Ｄ種　

・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

種　別

・凍上抑制層 

・

・フィルター層

・ 

・切込み砂利

・再生クラッシャラン Ｇ　・クラッシャラン

　（75μmふるい通過量10％以下）

・川砂、海砂又は良質な山砂

・図示

・

・図示

厚さ(mm)

・図示

・図示

・

材　料

・川砂、海砂又は良質な山砂(75μmふるい通過量10％以下)

・川砂、海砂又は良質な山砂(75μmふるい通過量６％以下)

・

・

路床安定処理　　

  ・添加材料による安定処理

　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントＢ種　Ｇ

　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種 　　　　　　　

　　　　　　・生石灰（　　　　　　　　）　・消石灰（　　　　　　　　）

　　添加量　　　　　　kg（目標CBR　・3以上　・　　　　　） 　　

　・ジオテキスタイル

 　 単位面積質量　　　　・60g/㎡以上　・ 　　　　

    厚さ(mm)　　　　　　・0.5～1.0　　・ 　　

    引張強さ　　　　　　・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　・ 　　　　

    透水係数　　　　　　・1.5×10-1cm/sec以上　　　　 ・ 

試験　

  砂の粒度試験　 　　　　　　　・行う　　　　・行わない 　　

  路床土の支持力比（CBR）試験　・行う　　　　・行わない 　　

  路床締固め度の試験　　 　　　・行う　　　　・行わない 

　現場CBR試験　　　　　　　　　・行う　　　　・行わない

路盤の厚さ　・図示　・ 

路盤材料

種　別

２ 路盤 [22.3.2、3、5][表22.3.1]

22

舗
 
装
 
工
 事

２　グレーチング ・　図示

品質・性能　　　工事建築材料等品質性能表による

荷重試験方法　　工事建築材料等品質性能表による

　　及び側溝

３　街渠、縁石、 街渠、縁石、側溝

※ Ｂ種　　４ 埋戻し土

[21.3.1､2][表21.3.1]

形状、寸法種類

・Ｕ形側溝 

・Ｕ形側溝ふた 

・縁石 ・ 図 示 　

・ 図 示 　

・ 図 示 　

砂利地業に用いる材料　　・再生クラッシャラン　Ｇ　・切込砂利又は切込砕石 

砂利地業の厚さ　　　※100（mm）　・図示 

・現場打ちの場合のコンクリート材料　設計基準強度　　※18N/mm2　　・　

材料

排水桝の種類　　・図示　　・　　

砂地業に用いる材料　　 ・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

砂利地業に用いる材料　 ・再生クラッシャラン　　・切込砂利又は切込砕石 

側塊の形状及び寸法　　・図示　　・　　

・ 硬質ポリ塩化ビニル管

材種 管の種類 呼び径 備考

・ VP　

・ VU 

・ RS-VU  Ｇ

※図示  ・　

※図示  ・　

※図示  ・　

砂の粒度試験　　・行う　　・行わない

１ 屋外雨水排水[11.1.3][表11.1.1]１ 伸縮目地及びひ

 　び割れ誘発目地

位置　※[表11.1.1]による　　・図示

２ ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙによる

 　タイル張り

タイルの形状、寸法等 [11.2.2、7]

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・行う　・行わない 

見本焼き　・行う　・行わない 

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理・MCR工法・目荒し工法（高圧水洗処理)

12

13

ステンレスパイプ（SUS304）ＨＬ　34φ　床面　+850１ 手すり14

15 １ モルタル塗り モルタル　　・現場調合材料 [15.3.2、5]

床の目地

　・設ける

　　　目地割り　　※２m2程度（最大目地間隔３m程度　　・　　　　　 ）

16

17

18

19

20 １ フェンス フェンスの種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

 　　　　　　　　 ・樹脂塗装メッシュフェンス 　　　　　　　　

　                ・鋼管フェンス 　

　　　　　　　　  ・アルミフェンス

高さ　※図示　　・ 

・コンクリートブロック（アンカーピン、接着剤　併用）２ 車止め

　 直均し仕上

２ 床コンクリート 表面仕上：金鏝、スロープ部：刷毛引き

仕上りの平たんさ：15.4.2による

工法：15.4.3による

金
 
属
 
工
 
事

左
 
官
 
工
 
事

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

３　外灯 ※電気設備工事（ Ｅ－09 ）

・既製調合モルタル

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、

細骨材、混和剤 等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

（品質・性能、試験方法）

　建築材料・設備機材等品質性能評価事業（一般社団法人公共建築協会）に

おける「評価の内容」による

・既製調合目地材

（品質・性能、試験方法）

　建築材料・設備機材等品質性能評価事業（一般社団法人公共建築協会）に

おける「評価の内容」による

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ⅰ
類
Ⅱ
類
Ⅲ
類

無
ゆ
う

施
ゆ
う

有 無

役物
ぐすり

うわ　
色

標
準
特
注

耐凍

害性

有 無

耐
滑
り
性

備
　
考

吸水率に

よる区分
施工

箇所

形状

寸法

(mm)

再生材

料の適

用　Ｇ

ﾎﾟｰﾁ 150角
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－

24

解
 
体
 
工
 
事

24

解
 
体
 
工
 
事

24

解
 
体
 
工
 
事

特記仕様書４ Ａ－04

13 再資源化等 [解4.4.1]

中間処理施設又は
建設廃棄物の種類

再資源化施設の名称等
所在地

コンクリート
㈱リサイクル大輝 加茂郡坂祝町253

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄から成る建

設資材（PC板、ｺﾝｸﾘｰﾄ平

板、ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品等）

㈱リサイクル大輝 加茂郡坂祝町253

木材
㈱丸光イトウ 可児市瀬田889番地の2

アスファルト

コンクリート
㈱リサイクル大輝 加茂郡坂祝町253

　届出に係る事項の説明時に上記と異なる施設（同種の再資源化等を行う施設に

限る。）を受注者が提示した場合は、当該施設に搬出することができる。

　ただし、当該施設への変更については設計変更の対象としない。

・廃棄物処理法に基づく水銀使用製品産業廃棄物

（・小型二次電池　・蛍光灯、HIDランプ　・　　　　　　　　　）

・再資源化する　・再資源化しない

処理施設等の名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

所在地等　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・硬質ポリ塩化ビニル管及び継手

・再資源化する　・再資源化しない

処理施設等の名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

所在地等　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ガラス

・再資源化する　・再資源化しない

処理施設等の名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

所在地等　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再資源化する　・再資源化しない

・廃せっこうボード

処理施設等の名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

所在地等　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・塩化ライニング鋼管及び継手

・再資源化する　・再資源化しない

・木材を指定建設資材廃棄物として縮減する

・資源有効利用促進法に基づく指定再資源化製品（　　　　　　　　　）

処理施設等の名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

所在地等　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

14 特殊な建設

   副産物の回収

   及び処分

[解7.3.1]

次の特殊な建設副産物は、関係法令に従い回収又は処分する。

・フロン　　　　　　　　　 対象機器名称（　　　　　　　　　　　　）

・ハロン　　　　　　　　　 対象機器名称（　　　　　　　　　　　　）

・イオン化式感知器　　　　 対象機器名称（　　　　　　　　　　　　）

・六ふっ化硫黄(SF6)ガス　　対象機器名称（　　　　　　　　　　　　）

・PFOS　　　　　　　　　　 対象機器名称（　　　　　　　　　　　　）

※PCBの含有が見られた場合は関係法令に基づき適切に処理をする事

冷媒(フロン類)の回収

　業務用冷凍空調機器（第1種特定製品）は、フロン類の使用の合理化及び管

理の適正化に関する法律の定めに従って行う。

　特定家庭用機器再商品化法（平成10年法律第97号）の対象となるものは、同

法の定めに従って行う。

８ 樹木等 [解3.11.1]樹木の伐採抜根及び移植　　※行う　・　

[解3.12.1]９ 地下埋設物、

　 埋設配管

地中埋設物及び埋設配管の解体　　※行う　・　

12 発生材の処理等注）以降4章及び5章に示す内容については、積算上の条件明示であり、処理施設

を指定するものではない。なお、提示する施設と異なる場合は、監督員と協

議する。

※再生資源利用促進計画書及び再生資源利用計画書の提出

　建設リサイクル法の実施に係る岐阜県指針に基づき、工事着手時に再資源利

用計画書及び再資源利用促進計画書を監督員に提出するものとする。

　なお、計画書及び報告書は「建設副産物情報交換システム」（COBRIS）によ

り作成したものとする。

※特定建設資材の再資源化等

　本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工に特

定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る資材

の再資源化等に関する法律」(平成12年5月31日法第104号 以下「建設リサイク

ル法」という。）施行令又は、都道府県が条例で定める建設工事等であって、

建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施に

ついて適切な措置を講ずることとする。

　なお、本工事における特定建設資材の分別解体等・再資源化等については、

別表1又は2、および3の積算条件を設定しているが、工事請負契約書「7解体工

事に要する費用等」に定める事項は契約締結時に発注者と受注者の間で確認さ

れたものであるため、発注者が積算上条件明示した別表の事項と別の方法で

あった場合でも変更の対象としない。但し、現場条件や数量の変更等、受注者

の責によるものではない事項については、この限りでない。工事契約後に明ら

かになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場合は、監督員

と協議するものとする。

　本工事が「建設リサイクル法」の対象工事外である場合においても前記に準

じその規模に関する基準以上の工事（以下「対象工事」という。）である場合

は、適切な措置を講ずるものとする。

建設リサイクル法　　・対象工事　・対象工事外

・分別解体等の方法（解体工事）

工程  作業内容 分別・解体の方法

ⅰ）建築設備、

内装等

建築設備・内装材の取外し

・有　・無

※手作業

・手作業・機械作業の併用

併用の場合の理由（　　）

ⅱ）屋根ふき材 屋根ふき材の取外し ※手作業

・手作業・機械作業の併用

併用の場合の理由（　　）

・有　・無

ⅲ）外装材、

上部構造部分

外装材・上部構造の取壊し

・有　・無

※手作業

・手作業・機械作業の併用

ⅳ）基礎、

基礎ぐい

基礎・基礎ぐいの取壊し

・有　・無

※手作業

・手作業・機械作業の併用

ⅴ）その他

（外構工作物）

その他の取壊し

・有　・無

※手作業

・手作業・機械作業の併用

工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

10 解体後の整地 解体後の埋戻し及び盛土 [解3.13.1][標3.2.3]

・行う（各層30cm程度毎に締め固めること）

整地高さ　　・現状GL　・　

種別

・A種　適用場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・B種　適用場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・C種　適用場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 土質　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 受渡場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・D種（細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50%未満と

 する。）

 適用場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・

・行わない

11 機械設備の撤去 ・撤去する配管（断熱材被覆鋼管を含む）、ダクト等の保温は分離する

１ 施工調査 [解1.5.1][解3.1.3][解4.1.3][解5.1.2][解7.1.3]

※施工計画調査 

解体施工の適切・安全な工事の実施、また、分別解体等の計画を作成するため、

解体共通仕様書各章に規定する施工計画調査を行う。設計図書等との大幅な相

違がある場合は、資料を添えて監督員に報告し協議すること。

・施工数量調査 

調査範囲（・監督員との協議による　・図示　　　　　） 

調査方法（・監督員との協議による　・図示　　　　　） 

[解1.5.2]

２ 騒音・粉じん等

　 の対策

[解2.2.1]

騒音・粉塵等の対策

※防音パネル　・防音シート　・養生シート等

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　　・図示による　・　

３ 足場等 [解2.2.2][改2.2.1]

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置にあたっては、同

ガイドラインの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」に

おける2の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

外部足場　　・設置する

（設置範囲　・工事に必要な範囲　・図示による　・　　　　　）

防護シート　・設置する

（設置範囲　・工事に必要な範囲　・図示による　・　　　　　）

材料、撤去材等の運搬方法

種別 (・A種　・B種　・C種　・D種　・E種)

C種：利用可能なエレベーター　（・図示による　・　　　　　） 

D種：利用可能な階段　　　　　（・図示による　・　　　　　） 

[改2.3.1]４ 既存部分の養生

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損

傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

特記仕様書２、２　仮設工事　参照５ 工事用水、電力

６ ラップル

　 コンクリート ・行う

７ さく、照明設備

　 解体

　 等の付属物の

[解3.10.1]※行う

ラップルコンクリートの解体

・行わない

・　

解体工事概要

解体工事

ステージ

回廊（庇(ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ)）

モニュメント(1)

モニュメント(2)

外部物置

ベンチ

庇(駐車場)

階段

排水路

ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ

ゲート

門柱

掲示板

バリカー

植込、樹木

解体工事に伴う、電気設備工事、機械設備工事

手形タイル

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

チ

リ

ヌ

ル

ヲ

ワ

カ

ヨ

タ

レ

ＲＣ造

ＲＣ造

Ｓ＋ＲＣ造

Ｓ造

ＲＣ造（２箇所）

ＲＣ造（４箇所）

ＲＣ造

ＲＣ造　※一部　タイル貼替

ＲＣ造（既製品、現場打ち）

タイル貼、無機高分子塗装（ＲＣ造下地）

　※一部（方位）移設
Ｓ＋ＲＣ造

ＲＣ造

※基礎のみ（上部工作物　撤去　済）

ステンレス製（ﾁｪｰﾝ無　２基）

サツキ密植、中木（松等）

取外し、施設へ引渡
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外灯
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広
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線

付近見取図

春里地区センター
可児市矢戸

駐在所

NTT

ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ

矢戸川
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〃
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〃
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〃

全体配置図、付近見取図 Ａ－05

資源回収ｽﾍﾟｰｽ

（幅員 7.85m）

市道

市道

（幅員 11.3m）

5台

44台

25台

13台 7台

3台

2台

（計２５台）
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植込
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U150、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　新設（L=2,000）

Z 階段(4)

植込
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0

ｱｽｶｰﾌﾞ
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7,
38
0

2,900

1,
41
0

20

⑤

⑤
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注意喚起ﾀｲﾙ（300*300）

Ｎ

+300

コンクリート舗装　t=60

注意喚起ﾀｲﾙ（300*300）

排水溝、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ（既設のまま）

雨水枡（既設のまま）

コンクリート舗装　t=60

縁石（既設のまま）

VP150

１

２ ２ ３ ３

-540

桝 ４

+300

地先境界ブロック（復旧）

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装（A-5-15）新設
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,0
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横
断
側
溝
（
ボ
ル
ト
固
定
）

コンクリート舗装　t=120

掲揚塔（既設のまま）

バリカー（既設のまま）

RC造基礎：天端＝BM±0

看板、外灯（既設のまま）

RC造擁壁：天端H=BM+400

RC造擁壁：天端H=BM+400

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ：H800（L=6,000）
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ライン引き（W100、白） ライン引き（W100、白）

ライン引き（W100、白）
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手すり：SUS304
段鼻：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

RC造基礎：天端＝BM+400
ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ：H800
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真砂土範囲を示す
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段鼻：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

※モルタル金鏝範囲を示す

コンクリート、モルタル金鏝※新設範囲を示す

ｽﾛｰﾌﾟ芯
　
L=4,240 RC造

擁
壁
　
L=14,000

スロープ付近　Ｒ工作物　長さ

Ａ－06

※モルタル金鏝

18
0、
1,
50
0、
18
0、
22
0、
38
0

U150、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　新設（L=2,000）
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7003,210 21,580　擁壁　①

擁壁　②

180

X2　断面図　　S＝1/200

X3　断面図　　S＝1/200

X4　断面図　　S＝1/200

擁壁 ①

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ：H800
RC造擁壁：天端BM+400

ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ

RC造擁壁：天端BM±0
ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ：H1200

擁壁 ③
擁壁 ⑥
RC造擁壁：天端BM+700

RC造擁壁：天端BM±0
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擁壁 ③
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ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ

RC造擁壁：天端BM±0
ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ：H1200

擁壁 ③
擁壁 ⑥
RC造擁壁：天端BM+700
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0

ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ

擁壁 ⑥
RC造擁壁：天端BM+700
手すり：SUS304

85
0

X5　断面図　　S＝1/200

X6　断面図　　S＝1/200

X7　側面図　　S＝1/200

X8　断面図　　S＝1/200

ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ：H800（L=6,000）

資源回収ｽﾍﾟｰｽ

資源回収ｽﾍﾟｰｽ

擁壁 ⑦

擁壁 ⑦

擁壁 ⑤
RC造擁壁：天端BM+700

RC造擁壁：天端BM+700

RC造擁壁：天端BM+400

擁壁 ⑤
RC造擁壁：天端BM+400

ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ

擁壁 ⑤

擁壁 ⑤

ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ

擁壁 ①

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ：H800
RC造擁壁：天端BM+400

擁壁 ②
RC造擁壁：天端BM±0
ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ：H1200

擁壁 ②
RC造擁壁：天端BM±0
ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ：H1200

手すり：SUS304

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ：H800（L=6,000）

≒1,000

ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ

2,02020

　擁壁　①21,740 20

10
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倉

+710

全体現況図　　S=1/400

BM 資源回収ｽﾍﾟｰｽ

44台

25台

5台

ロ

ハ

イ

ニ

ホ

ホ
外部物置
２

外部物置
１

ヘベンチ

ヘベンチ

ヘ

ヘ

+610

ベンチ

ベンチ

ト庇(駐車場) 回廊：庇(ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ)

チ

チ

チ

チ

リ

リ

リ

ヌ

ル

ヲ

ヲ門柱

門柱

ワ

カ

ヨ

ヨヨ

ヨ

ヨ

Ａ－13

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾛﾋﾞｰﾎﾟｰﾁ

Ｎ

全体現況図



SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

古　山　光　司１級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677
春里 地区 セ ンタ ー外 構整 備工 事　 設計 図2026.02.27

樹木

樹木

樹木

樹木

樹木

樹木

電柱

電柱

樹木 樹木 樹木 樹木

樹木

樹木

植込

植込

植込

外部物置

外部物置

給水

Ｎ

S=1/400

仮設計画一覧表

記　号 名　称 仕　様

仮設計画図

仮囲い 成形鋼板　H=2.0m

搬入ゲート ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ
W6.0m * H1.8m

Ａ型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ簡易仮囲い

（手すり先行）
養生ｼｰﾄ(防炎１類)

W=900外部足場

仮設通路
※施設利用者用

仮設計画について

・仮囲い位置･範囲については、施設担当者、監督員と事前に
　協議を行うこと。

・工事用車両出入口は、施設利用及び近隣の状況を把握し、
　迷惑を掛けないよう配慮すること。又、必要に応じて工事
　車両出入口に交通誘導員を配備し、安全対策を講じること。

・工事完了後引渡し前に施工箇所及び隣接する部分で工事中の
　埃等で影響を与えた箇所の清掃を行い工事中の破損箇所は
　原形復旧すること。

・工事過程において、既設諸設備に損傷を与えた場合は、受注
　者の責任において原形復旧を行う。

・本工事は施設を使用しながらの工事であるため、施設運営に
　支障をきたさぬよう万全を期すこと。又、工事日時等は事前
　に施設担当者と協議し、業務に支障のないようにすること。

・敷地内別発注工事がある場合は、施設担当者、監督員と協議
　すること。

　すること。

・仮囲い外の臨時作業を行う際は、簡易仮囲い（Ａ型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ、

くさび緊結式足場

仮設通路（ｽﾛｰﾌﾟ）

掲揚塔

防災倉庫

4,000＜

（幅員 7.85m）

市道

市道

（幅員 11.3m）

9,800

3,
00
0

42
,9

00
2,000

27,000

5,
50

0

1,000

植込

ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(2)

ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ

施設利用者出入口

搬入搬出経路

ステージ
ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(1)

　ｶﾗｰｺｰﾝﾊﾞｰ等）、誘導員を配置する等、安全対策に万全を期

仮設計画図　　S=1/400

ｶﾗｰｺｰﾝﾊﾞｰ等

工事中：5 - 5 = 0台
駐車場

資源回収ｽﾍﾟｰｽ

ﾎﾟｰﾁ

ハ

イ

ニ

ホ

ホ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

チ

リ

リ

リ

ヲ

ヲ

ヨ

ヨヨ

ヨ

ヨ

ベンチ

ベンチ

ワ

門柱

門柱

ヌ

ベンチ

ベンチ

ト

ロ

ロ

チ

チ

ル

Ａ－14

鋼製仮設材
　滑り止め付スロープ
　手すり
　幅1200確保

施設利用者出入口

6,
00

0

仮設事務所WC

18
,0

00

26,000

工事中：44 - 20 ＝24台

23
,0

00

18,000



SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

古　山　光　司１級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677
春里地区センター外構整備工事　設計図

S=1/200

現況図

市道

看板、外灯

± 0

+300

+330

+300

+610

+610

-140-230

ｽﾛｰﾌﾟ

+840+710

+590+600

+650 +640 +660

+370+370

+670

ゲート

排水口X

X

+250

+310

+260

+630

ﾀｲﾙ(方位)取外し

ﾀｲﾙ貼

+310

+720

+730

+660+350

段(1)W

+610

+640

+590

 HH

 止水栓+710

+620

+360+860

内

+730

+680+680

+730

内

100角ﾀｲﾙ　撤去（下地モルタル共）

+630+670

U150、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　撤去（L=2,000）

+360

+640

-270

-540

-470

-450

-440

-340

-370

-60

-55

量水器

+570

掲示板※基礎のみ

S ベンチ

R 植込

樹木
樹木

樹木樹木
樹木

樹木

樹木

樹木

樹木

樹木

樹木

樹木

S ベンチ

外部物置２外部物置１

電柱 電柱

給水

R 植込

R 植込

R 植込

R 植込

植込

ステージ
ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(1)

ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ

ｽﾛｰﾌﾟ

ｽﾛｰﾌﾟ

ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(2)

門柱 門柱

階段(2)Q

無機高分子塗装

Z 階段(4)

-360

仕切弁

2,
50
0

31
,8
10

13
,4
50

15
0

5,
00
0

15
0

11
,7
00

1,
36
0

現況図　　S=1/200

市道
2,180 15,410 10,000 16,740

150 150

（残置）

（残置）

（残置） （残置）

（残置）

掲揚塔

バリカー（残置）

地先境界ブロック

（残置）

（一部残置）

排水口

ﾎﾟｰﾁ

回廊：庇(ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ)

資源回収ｽﾍﾟｰｽ

イ

ロ

ハ

ニ

ホ ホ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

S ベンチ

S ベンチ

庇(駐車場)

N ﾊﾞﾘｶｰ

ト

階段(3)Vチ

チ

階段(1)Pチ

リ

リ

リ

ヌ

ル

ヲ ヲ

ワ

カ

ヨ

ヨ

ヨ
ヨ

ヨ

Ｎ

凡　例

部分撤去範囲を示す

撤去範囲 以外 を示す

（外部物置 壁面）
（回廊支柱 柱脚部、ベンチ 床面）

（ﾀｲﾙ、下地ﾓﾙﾀﾙまで）

レ 手形ﾀｲﾙ　取外し、施設へ引渡※

U150、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　撤去（L=2,000）

Ａ－15

2026.02.27



（撤去）

（撤去）

（一部撤去）（撤去）

（撤去）
（撤去）

（撤去）（撤去）

（既設のまま）

（撤去）

（撤去）

コンクリート　t=130　D10@200
タイル貼

（撤去）カ チ

チ

ヨ

ヌ

チ ヌ

ヘ

（一部撤去）

Ａ－16外構詳細図 １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



（撤去） （撤去）ホ ル

Ａ－17外部物置、ゲート　詳細図 １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



※基礎以上：撤去

（撤去）
（撤去）

（撤去）

（既設のまま）

※捨てコンクリート以上：撤去

※基礎以上：撤去

※捨てコンクリート以上：撤去

ホ

ヘ

Ａ－18外部物置　部材リスト、配筋図 １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



※基礎以上：撤去

（撤去） （撤去）

※捨てコンクリート以上：撤去

（既設のまま）

ル

Ａ－19ゲート　部材伏図、部材リスト、詳細図 １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



（撤去）ロ

Ａ－20回廊：庇(ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ)詳細図 １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



※基礎以上：撤去

（撤去）

（既設のまま）

ロ

Ａ－21回廊：庇(ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ)配筋リスト、配筋図 １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



（撤去） （撤去）ト

ヲ

（撤去）

Ａ－22庇(駐車場)、門柱　詳細図 １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



※基礎以上：撤去

（既設のまま）

（撤去）

ト

Ａ－23庇(駐車場)　部材伏図、各リスト、配筋図 １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



（撤去）ハイ

Ａ－24ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(1)　詳細図１ １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



（撤去）ハイ

Ａ－25ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(1)　詳細図２ １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



※基礎以上：撤去ハイ

Ａ－26ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(1)　伏図、軸組図、部材リスト １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



※基礎以上：撤去

（撤去） （撤去）

（既設のまま）

（撤去）

（撤去）

（撤去）

※捨てコンクリート以上：撤去

ハイ

Ａ－27ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(1)　基礎リスト、鉄骨架構詳細図 １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



（撤去）ニ

Ａ－28ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(2)　詳細図１ １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



（撤去）ニ

Ａ－29ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(2)　詳細図２ １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



撤去ニ

Ａ－30ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(2)　部材伏図 １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



※基礎以上：撤去

（撤去） （撤去） （撤去）

※捨てコンクリート以上：撤去

ニ

Ａ－31ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(2)　軸組図、部材リスト １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



撤去ニ

Ａ－32ﾓﾆｭﾒﾝﾄ(2)　鉄骨架構詳細図 １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



※基礎のみ：撤去

※掲示板：撤去　済

ワ

Ａ－33掲示板　詳細図 １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



対象外

解体対象

解体対象

イ ハ

ロ

ロ

ニ

ホ

ホ

ト

Ａ－34基礎伏図 １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



解体対象

解体対象

ホ

イ

ロ

ニ

ホ

ト

ロ

Ａ－35Ｒ階床伏図 １級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677

古　山　光　司

SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27



SCALE DATE TITLE

NAME

No. CHARGE DESIGN

古　山　光　司１級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677
春里地区センター外構整備工事　設計図

撤去盤図

・外構整備工事に伴う電気設備器具の撤去切り回しを本工事とする

・配管配線及び裏ボックス等の撤去は建築工事とする

・図中明記無き屋内の器具等は対象外とする

・機器撤去により使用しなくなった回路は以降予備とする

対象外

対象外

電気設備　撤去　盤図

既設配線切り離し回路

既設配線切り離し回路

Ｅ－01

2026.02.27
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No. CHARGE DESIGN

古　山　光　司１級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677
春里地区センター外構整備工事　設計図

・既設配線切り離し

・WC内con残置、盤までの以降配線残置

撤去対象範囲 対象外範囲

撤去対象範囲 対象外範囲

・外構整備工事に伴う電気設備器具の撤去切り回しを本工事とする

・配管配線及び裏ボックス等の撤去は建築工事とする

・図中明記無き屋内の器具等は対象外とする

電気設備　撤去　動力ｺﾝｾﾝﾄ設備　平面図 Ｅ－02

2026.02.27
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古　山　光　司１級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677
春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27

・外構整備工事に伴う電気設備器具の撤去切り回しを本工事とする

・配管配線及び裏ボックス等の撤去は建築工事とする

・図中明記無き屋内の器具等は対象外とする

Ｅ－03電気設備　撤去　照明器具参考姿図１
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No. CHARGE DESIGN

古　山　光　司１級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677
春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27

・外構整備工事に伴う電気設備器具の撤去切り回しを本工事とする

・配管配線及び裏ボックス等の撤去は建築工事とする

・図中明記無き屋内の器具等は対象外とする

電気設備　撤去　照明器具参考姿図２ Ｅ－04
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古　山　光　司１級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677
春里地区センター外構整備工事　設計図

看板、外灯

・図中明記無き屋内の器具等は対象外とする

・配管配線及び裏ボックス等の撤去は建築工事とする

・外構整備工事に伴う電気設備器具の撤去切り回しを本工事とする

撤去対象範囲 対象外範囲

・既設配線切り離し

・既設照明(e13×2)残置、盤までの以降配線残置

撤去対象範囲 対象外範囲

電気設備　撤去　電灯設備　平面図 Ｅ－05

2026.02.27
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古　山　光　司１級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677
春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27

電気設備　撤去　弱電機器参考姿図　1

・外構整備工事に伴う電気設備器具の撤去切り回しを本工事とする

・配管配線及び裏ボックス等の撤去は建築工事とする

・図中明記無き屋内の器具等は対象外とする

Ｅ－06
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古　山　光　司１級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677
春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27

電気設備　撤去　弱電機器参考姿図　2

・外構整備工事に伴う電気設備器具の撤去切り回しを本工事とする

・配管配線及び裏ボックス等の撤去は建築工事とする

・図中明記無き屋内の器具等は対象外とする

Ｅ－07
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古　山　光　司１級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677
春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27

撤去対象範囲 対象外範囲

撤去対象範囲 対象外範囲

・外構整備工事に伴う電気設備器具の撤去切り回しを本工事とする

・配管配線及び裏ボックス等の撤去は建築工事とする

・図中明記無き屋内の器具等は対象外とする

電気設備　撤去　弱電設備　平面図 Ｅ－08
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古　山　光　司１級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677
春里地区センター外構整備工事　設計図
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電気設備　配置図　　S=1/400

電気設備　配置図
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Ｅ－09

資源回収ｽﾍﾟｰｽ

2026.02.27

凡　例

EM-CE5.5°-2C E2.0°(FEP30)

ＬＥＤスポットライト　水銀灯４００形相当A

タイマー段調光機能付、広角タイプ

光束１１８００ｌｍ、消費電力９８．３Ｗ

、電圧１００～２４２Ｖ

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ８５

、光束維持時間６万時間（光束維持率８０％）

本体：アルミダイカスト（ミディアムグレーメタリック）

パネル：ポリカーボネート（透明つや消し）

落下防止ワイヤー付、耐雷サージ：１５ＫＶ

、耐風速６０ｍ／ｓ

パナソニック　ＮＮＹ２４９３７ＬＦ９

＋ＤＹＤＸ５０１４＋ＤＹＤＸ５４１１Ｈ

ハンドホール　H2-6H

屋　外
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EM-CE5.5°-2C E2.0°(既設管内)

撤去工事にて空きとなった既設回路へ接続
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古　山　光　司１級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677
春里地区センター外構整備工事　設計図2026.02.27

量水器40A（貸与品）

20SV　VC-1

100DB*2

100CVA

100SNA*2
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※平成11年　下水へ切替

20SV　VC-1

SV40（VC-1）*2
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20

SV20（VC-1）

20

20
SV20（VC-1）

※平成11年　下水へ切替

既設市水引込管 40A

撤去及び仮設

SV40（VC-1）

SV40以降にて仮設・新設に接続

撤去切断後→仮設

新設時→接続

20

40

40

撤去切断後→仮設

新設時→接続

撤去及び仮設

撤去のみを示す

Ｍ－01

既設制水便40Aﾎﾞｯｸｽ

（既設のまま）

給排水設備配置図（撤去・仮設）

メーターバイパスユニット　40A
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古　山　光　司１級建築士　大臣登録　第199812号　　

TEL 0574-63-2101

岐阜県可児市広見1丁目16番地 ｼﾃｨﾊｲﾂ303

FAX 0574-63-2677
春里 地区 セ ンタ ー外 構整 備工 事　 設計 図
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Ｎ

Ｍ－02

機械設備　配置図　　S=1/400

機械設備　配置図

樹木

資源回収ｽﾍﾟｰｽ

2026.02.27

既設配管に接続

既設市水引込管 40A

既設配管に接続

既設量水器40A（貸与品）

既設配管に接続

既設SV40（VC-1）

以降建物北側給水系給水配管

以降建物南側給水系給水配管

以降敷地南側散水栓系給水配管

20

20

40(PE)

40(PE)

メーターバイパスユニット　40A


